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2006 年 2 月、ブラッセルに本拠を置く Fair Trade Advocacy Office は『Fair 
Trade in Europe 2005』を発表した。FLO、IFAT、NEWS!、EFTA の 4 フェ

アトレード団体の連合組織が共同で調査を行い、発行した報告書である。

報告書の構成は、「はじめに」「エグゼクティブ・サマリー」に次いで、調

査結果を図表表示したものを掲載している。そして、本文第Ⅰ部（Part1）
が「欧州のフェアトレードの実情と統計」で、１．調査の範囲と方法、２．

欧州のフェアトレードの構造、３．欧州のフェアトレード市場の開発、４．

これからの課題、の 4 項目からなっている。次いで、第Ⅱ部（Part２）は

国別の報告となっている。第Ⅲ部（Part3）は調査対象となった国別のフ

ェアトレード団体リスト、国別の統計総括表、国際団体別の国別加盟団体

リスト、調査方法の解説などとなっている。本要訳は、これらの内、「は

じめに」「サマリー」および第Ⅰ部の 2～4 の主要部分を翻訳したものであ

る。 

 

 

 １．はじめに 

 

フェアトレードは 1950 年代に始

まったが、現在では世界的な運動と

なっており、途上国の多くの生産者、

その家族、農家、労働者に恩恵を与

えるような存在となり得ている。現

在では、フェアトレード市場は先進

国の社会意識に目覚めたミドルクラ

スの消費者向けのニッチ市場以上の

ものになっており、メインストリー
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ムの流通チャネルへと浸透しつつあ

る。消費者の認知のみならず、公的

機関やさらに民間企業でも、貧困を

削減し持続可能な開発を考える効果

的な手段として認識されつつある。 

欧州はフェアトレード商品の最大

の市場である。世界での販売額の 60

～70%を占めると推定される。今後

も大きな潜在性がある。 

調査から明らかになったことは、

フェアトレード市場では、フェアト

レード運動が強く展開されているが、

それらはボランティアによって維持

されているということである。とく

にイベント開催などでは多くのボラ

ンティアが関わって行なわれている。 

フェアトレードの小売店数は大き

く伸びてきた。フェアトレードに特

化した専門店であるワールドショッ

プ、そしてスーパーマーケット・チ

ェーンが主たるものである。両者が

フェアトレードの発展の鍵を握って

いる。 

公的機関もフェアトレードの発展

に大きな役割を担っている。EU 議

会議員による圧力によって、フェア

トレード・コーヒーや紅茶が議会の

会合に提供されている。EU 委員会

に勤める人々もカフェテリアでフェ

アトレード商品を購入できるように

なっている。また、多くの自治体で

も公共調達政策の中にフェアトレー

ド要件を挿入したり、学校での食堂

サービスなどでもフェアトレードの

使用を行なっているところが増えて

いる。公共調達にはフェアトレード

基準がぜひとも加えられるべきであ

ろう。 

フェアトレード運動はすでに世界

の 60 カ国以上に広がっており、多く

の国で情報収集が行なわれている。

こうしたフェアトレード情報の包括

的な収集は今後重要なことと思われ

るが、現在のところ、まだ調査・情

報収集のためのしっかりした方法論

が確立されているわけではない。フ

ェアトレード運動には、恐らく、ハ

ンディクラフトの生産を含め、多く

の女性が関わっているであろうが、

それら女性の生活に与えた影響など、

しっかりした体系的な調査・分析は

まだ行なわれていない。 

「南南フェアトレード」、つまり南

の生産者や輸出業者が地域の市場に

販売すると共に、近隣諸国に輸出す

るという南南フェアトレードが増加
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しているが、それもフェアトレード

の新しい段階を示すものであろう。

また、生産国の国内でのフェアトレ

ード商品の販売額が増加しているが、

この傾向は今後の開発にいかなる役

割を果たすだろうか。 

また、フェアトレードはビジネス

以上のものであることを調査は示し

ている。「貧困を過去のものに」する

ための重要な手段の一つとなるであ

ろう。国際的なフェアトレード運動

の目的はすべての貿易が公正である

べきだということである。多国間の

貿易交渉を通じても、依然として貿

易は不公正のままである。貿易は持

続可能な開発と貧困削減に貢献する

ものへとドラスチックな変革が行な

われるべきである。 

今回の調査は、初めて FLO、IFAT、

NEWS!、EFTA の 4 団体が行った

（注：各団体の活動は後述）。4 団体

はすでに一体となってベルギーのブ

ラッセルに共同事務所を設置してい

る。 

 

 ２．エグゼクティブ・サマリー 

 

フェアトレード商品は欧州全域で

7 万 9000 の販売拠点で購入できる。

アフリカ、アジア、ラテンアメリカ

の限界的生産者と先進国の消費者を

より公正に結びつけるというコンセ

プトのフェアトレードは、今や確固

として根付いている。 

本調査は欧州 25 カ国の国内・国際

フェアトレード団体を対象にしたも

ので、フェアトレード商品（ベラル

商品、非ラベル商品）のネット小売

販売額を調査したものである。調査

結果では、欧州フェアトレード商品

の年間小売売上額は6億6000万ユー

ロを超える。これは 5 年前の倍以上

（2 億 6000 万ユーロ）の額で、5 年

前に比べ 154%の伸び、年平均 20%

の伸びとなっている。 

このように、フェアトレード市場

は世界でも最も成長率の高い市場の

一つとなっている。全フェアトレー

ド商品の小売売上額の内、約 1 億

2000 万ユーロは、ワールドショップ

経由で販売されている。現在のこの

フェアトレード専門ショップ（ワー

ルドショップ）は、欧州に 2800 店あ

る。ワールドショップとは、フェア

トレード商品をほぼ専門に販売して

いるショップのことである。 
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ワールドショップはフェアトレー

ド運動のパイオニアであり、全欧で

約 10 万人のボランティアによって

支えられている。近年、ワールドシ

ョップを専門化するための多くの活

動が行なわれているが、かなり成功

してきている。 

調査対象国 25 カ国には、約 200

のフェアトレード輸入団体があり、

フェアトレード市場で活動している。

これらはワールドショップ、教会、

NGO（連帯グループ）や通常の商業

的な流通ルートに商品を卸している。

過去 5 年間に多くの企業が新規にフ

ェアトレード市場に参入してきてい

るが、従来のフェアトレード関係団

体も売上を伸ばしてきている。 

フェアトレード商品の販売は全体

的に増加しているが、その中でもラ

ベル商品、とくにコーヒーやバナナ

などの販売が急増してきた。現在で

は、フェアトレードラベリング団体

は欧州 15 カ国で展開されている。フ

ェアトレードラベル製品の総売上額

は、14 カ国（スペインは 05 年に参

加のため除く）で約 5 億 9700 万ユー

ロである。 

この成長の多くは、企業が商業的

パートナーとしてフェアトレード認

証制度の活用に参加してきたことに

よる。現在では全欧の約 5 万 5000

のスーパーマーケットでフェアトレ

ード商品を購入できるようになって

いる。 

スイスでは全バナナ市場の 47%、

生花の 28%、砂糖の 9%がフェアト

レードラベルによって販売されたも

のである。英国は人口ではスイスの

8 倍だが、フェアトレードラベル商

品は、コーヒー市場の 20%、紅茶市

場の 5%、バナナでは 5.5%となって

いる。 

こうした近年のフェアトレードの

成功は、欧州ではフェアトレード団

体の協力によってもたらされたとい

える。輸入団体、ワールドショップ、

ラベリング団体は、彼らの国際ネッ

トワークを構築し、このネットワー

クによって欧州および世界での協力

を強めている。 

欧州のフェアトレード市場は、新

規に EU 加盟国となった中東欧諸国

のように、非常に新しい市場から成

熟している市場まで多様である。 

各フェアトレードのプレーヤーが

直面する課題は以下のとおりである。 
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報告書はフェアトレードの今後の課

題として、団体別に以下を指摘して

いる。 

 

 （１）ワールドショップ 

 ①その専門性を今後とも追求しつ

つフェアトレードの成長の源と

して今後どう位置づけていくか。 

 ②消費者に対して信頼性を確保す

る上からも今後モニタリング・

システムをどう導入していくか。 

 ③ビジネスと NGO としての（政

治的）活動とをどう適正にバラ

ンスさせるか。 

 

 （２）ラベリング（認証）団体（FLO） 

 ①急速に成長しているが、効果的

な運営を今後どう行なっていく

か。 

 ②多国籍企業などのビッグ・プレ

ーヤーがフェアトレードに参入

してきており、これらとどう協

働して新しい改革的な道を造り

上げていくか。 

 ③基準化への動きと規制化への傾

向との間のバランスをいかにと

っていくか。 

 

 （３）フェアトレード輸入団体 

 ①生産者側と消費者側からの要請

の競合にどう対応するか。 

 ②増大する競争に直面して、ブラ

ンドと企業へのロイヤリティを

いかに構築するか。 

 ③スーパーマーケット以外でも成

長できる新しいソースをどう造

り上げていくか。 

 ④輸入 NGO 間の協働を強化して

いくこと。 

 

 ３．欧州のフェアトレードの構造 

 

 （１）欧州におけるフェアトレー

ド機関・団体 

 フェアトレードに関わる機関・団

体としては４種類ある。それは南の

生産者から北の消費者までの取引チ

ェーンの中にそれぞれ異なる役割が

あるからである。 

 （a）生産者団体 

 様々な市場向け商品を収穫・生

産・輸出する団体である。コーヒー、

ココア、紅茶、生鮮果物、乾燥果物、

スパイス等々の食品の収穫、バスケ

ット、ガラス製品、宝石類、楽器、

玩具などのハンディクラフト類の生
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産、そしてそれらを消費国へ輸出す

る団体である。生産者団体はフェア

トレード・システムの中核的存在で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 （b）フェアトレード輸入団体 

 生産者団体からフェアトレード商

品を「公正な価格」で輸入する団体

である。この輸入団体は輸入国内で

卸売業、小売業あるいはその両者と

して活動している。輸入団体は生産

者団体をパートナーとして様々な形

で支援を提供している。商品開発へ

のアドバイス、技術やマネジメント

の研修などの支援である。 

消費国の国内では様々な流通ルー

トを使ってこれらフェアトレード商

品を、フェアトレード専門ショップ

（「ワールドショップ」と呼ばれる）

や地域の様々なグループなどを通じ

て販売する。その中には、スーパー

マーケット、有機食品ショップ、ギ

フトショップ、メールオーダーカタ

ログ、インターネット・オンライン

ショップ、さらにはケータリング店

にも卸している。 

輸入団体は消費者の意識が高まる

ことを目的にキャンペーンを行ない、

あるいは参加する。こうした輸入団

体は国際貿易の不公正慣行に対する

もう一つの（オルタナティブな）フ

ェアなトレードを促進する活動を行

なうよう、政治レベルでもロビー活

動を行なっている。こうしたアドボ

カシー活動を推進するため、開発

NGO、援助機関、教育機関など多様

な関係団体と連携している。 

 （c）ワールドショップ 

 フェアトレード商品を専門に販売

するショップ（小売店）である。フ

ェアトレード専門店であるため、情

報を提供し、教育的なフェアトレー

ド促進活動を行なう。消費者に対す

る共同キャンペーンや、地域や全国

的な意志決定機関へのロビー活動も

行なう。 

ワールドショップは地域のボラン

シィア活動に参加する人々によって

運営されていることが多い。実際に

ほとんどのショップの仕事はボラン

 FLO IFAT NEWS ! EFAT 
成 立 年 1997 1989 1994 1987 

会 員 の 種 類 各国の認証団体 生産者団体 /輸
入団体 /その他

各国のワールド

ショップ団体
輸 入 団 体 

参加国/会員数 20 カ国 20 62 カ国 280 13 カ国 15 9 カ国 11 
欧州の会員数 15 カ国 15 12 カ国 63 すべて すべて 

本    部 ドイツ 
(ボン) 

オランダ 
(クレムボルフ)

ドイツ 
(マインツ) 

オランダ 
(マーストリヒト)

(出所)「欧州のフェアトレード 2005 年」報告書 
 

表２ 欧州の国際フェアトレード連

合組織（2005 年） 
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ティアの人々によって支えられてい

る。ワールドショップの活動は、市

場で売るという点でビジネス的であ

るが、同時に営利を目的としていな

ことを誇りにしている。ほとんどの

国でワールドショップは全国組織を

設立し、協働し情報交換を行なって

いる。ショップの多くは地域の NGO

によって支援されている。 

 （d）フェアトレードラベリング団体 

 この数年のフェアトレードの成功

はフェアトレードラベリング（認証

ラベル）団体の発展に負っている。

この認証ラベル（ライセンス）制度

の存在によって、多く企業が新規に

フェアトレードのパートナーとなり

得ている。 

 最初のラベリング団体はオランダ

の「マックス・ハーフェラール」で

ある。マックス・ハーフェラール財

団が設立されると、これがモデルと

なって各国で導入されていった。現

在はこのラベリング制度に参加して

いる国は世界で 20 カ国である。 

フェアトレードラベリング制度は、

認証された商品はフェアトレード基

準に合致していることを示すものと

なり、弱小の途上国の生産者や労働

者の経済開発に寄与することになる。 

また、このラベリング制度によっ

て、開発 NGO、環境 NGO、教会団

体、労働組合、消費者団体など広範

な関係団体の連携が造り出されてき

た。さらにスーパーマーケット、ケ

ータリング・ビジネス、公共機関な

どのメンイストリームへも波及して

いくことになった。このラベリング

制度の世界的な組織が、FLO（フェ

アトレード・ラベリング・オーガナ

イゼーション・インターナショナル）

である。FLO の下で各国は認証商品

の拡大に努めている。 

 

 （２）フェアトレード関係団体 

 上記のフェアトレード団体以外に

多くの団体がある。それらをいくつ

か紹介しておこう。 

（a）STEP と Rugmark―この 2 団

体は、世界のカーペット産業の労働

条件に関してラベリング（認証）を

与えている。カーペットという個別

品目に焦点を当てているが、フェア

トレードラベリング団体と同じ理念、

手段を導入している。他に同じカテ

ゴリーのものとしてフラワーラベ

ル・プログラム（FLP）がある。 
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（b）途上国の生産者に対して製品開

発や技術指導などのコンサルタン

ト・サービスを提供する団体がある。

英国の Traidcraft Exchange などで、

こうしたことは通常のフェアトレー

ド団体でも行なっている。 

（c）南北間の貿易慣行やコンシュー

マリズについて認知向上運動をして

いる NGO もフェアトレード問題に

関わっている。国際的に活動してい

る CCC（Clean Clothes Campaign）は

その典型で、児童労働問題を中心に、

グローバルな衣料やスポーツウェア

産業の労働条件の改善や労働者のエ

ンパワーメントに取り組んでいる。 

（d）フェアトレード関係団体に特別

融資を行なう金融団体もある。

Triodos Bank 、 Oikocredit 、 Shared 

Interest である。各々については以下

のとおりである。 

①Triodos Bank は、オランダのゼイ

ストに本部がある。サステイナブ

ル・バンキング制度の世界の先駆

けとなっている団体で、オランダ、

英国、ベルギー、スペインに支店

をもっている。業務としては、開

発途上国や中東欧諸国でのフェア

トレードや有機生産団体に対して

取引ベースの融資を行なっている。

目的はこれら団体がフェアトレー

ド商品を直接かつ公正な価格で輸

出できるようにすることである。

信用供与の規模はフェアトレード

商品の輸出契約高の特定比率とな

っている。また、申請団体は、FLO

に登録されている生産者であるこ

と、あるいは有機証明を得た商品

を生産しているなどの条件がある。 

②Oikocredit’s の基金は世界中の 600

機関、2 万 3000 人の個人投資家の

ネットワークによって提供されて

いる。これも本部はオランダにあ

るが、11 地域事務所、18 カ国に事

務所を置いている。Oikocredit は途

上国の人々の自立を支援するマイ

クロレクジット制度の世界最大の

融資機関であり、フェアトレード

関係にも融資している。 

③Shared Interest は、英国（ニューキ

ャスル・アポンタイン）にあるフ

ェアトレード向け融資を専門とす

る団体である。クリアリングハウ

スを通してフェアトレード団体に

融資を行なうが、このクリアリン

スハウスの会員には IFAT のバイ

ヤーや生産者、FLO による認証を
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受けた生産者がなっている。 

 

 （３）フェアトレードの企業パー

トナー 

ラベリング（認証）制度の導入は、

多くの企業をフェアトレードに参

入させることになった。また、英国、

スイス、イタリアの生協チェーンも

フェアトレード市場の拡大に大き

な役割を果たした。企業はフェアト

レード市場への参入に当たり、フェ

アトレードの促進に多くの時間と

資金をつぎ込み、結果として生産者

にも大きな恩恵を与えることにな

った。 

現在 FLO の認証を使用している

企業は約 500 社ある。これらの企業

とは、輸出企業、輸入企業、加工業

者、流通業者などである。 

欧州の大きな流通業者やスーパー

マーケット・チェーンの多くが、す

でにフェアトレードと関わっている。

例えば、フランスのAuchan、Casino、

Cora、Monoprix、Lerlerc など、ドイ

ツ の Metro 、 REwe 、 Edeka 、

Spar/Eurostar、Karstatdt/Hertie、Kaiser、

Tengelmann などの企業である。さら

に、フェアトレード生産者とスーパ

ーマーケットとを結ぶ役割を果たし

た企業として、フランスの AlterEco、

オ ラ ン ダ の Agrofair 、 英 国 の

CafeDirect、Day Chocolate Company が

代表的なケースとして知られている。 

また、スイスでは同国の小売り食

品市場の大きなプレーヤーが生協

（Co-op）である。また英国ではとく

にそうで、生協グループのスーパー

マーケットではチョコレートを全量

フェアトレード・チョコレートにし

ており、マーク・アンド・スペンサ

ーズも店内のコーヒーは 100%フェ

アトレード商品である。 

 

 （４）フェアトレードの国際組織 

欧州でフェアトレードの国際団体

として活動しているのは、以下の 4

団体である。今回の調査はこの 4 団

体が協力して実施したものである。 

 

 ① IFAT（ International Fair Trade 

Association） 

フェアトレードに関する最も有力

な国際的連携組織である。1989 年設

立。60 カ国以上、300 団体が加盟す

るグローバルな団体である。フェア

トレードのコンセプトも明確に提示
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している。会員は生産者共同組合・

協会、輸出団体、輸入団体、小売店、

国内・地域のフェアトレード・ネッ

トワーク、フェアトレード支援団体

などである。会員の約 65%が、アジ

ア、アフリカ、ラテンアメリカなど

の途上国で、残りが欧米、日本、オ

ーストラリア、ニュージーランドの

団体である。 

IFAT の理念（ミッション）は、途

上国の生産者の自立を支援するため

に、フェアトレード団体と連携し、

世界貿易での正義を求めることであ

る。IFAT の中心的活動分野は、1）

フェアトレード市場の開発、2）フェ

アトレードの信頼性の向上、3）フェ

アトレードについての広報、4）国際

的なネットワークの意義の提供、5）

途上国のエンパワーメントの向上、

である。IFAT は 2 年に 1 回世界総会

を開催している。 

なお、 IFAT のオリジナル名は

International Federation for Alternative 

Trade であったが、上記に変更して

いる。 

 

 

 

② EFTA （ European Fair Trade 

Association） 

1987 年設立。欧州 9 カ国の 11 輸

入団体が加盟している。会員間の情

報交換、交流、協働を図るために結

成。EFTA のサプラヤーのデータベ

ースを作っている。またベルギーに

も事務所を置き、EU からの支援（マ

ッチング）を得て、キャンペーン・

プログラムを実施している。 

 

 ③NEWS !（Network of European 

Worldshops） 

1994 年設立。13 カ国、2400 店の

ワールドショップが加盟している。

15 の各国の全国組織が国際ネット

ワーク組織（イタリアとスイスには

ワールドショップの全国組織は 2 つ

あるため）を設立したもの。情報提

供の一環として、「NEWSletter」の発

行、ウェッブサイト、ワークショッ

プなどを行なっている。また、2 年

に一度欧州ワールドショップ会議を

開催している。さらに欧州全域のキ

ャンペーン活動を実施している。最

新のキャンペーンとしては、「Stand 

Up for Their Right !」という名で、児

童労働問題をテーマに2005年5月～
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2007 年 7 月まで実施している。11

カ国のワールドショップがこれに参

加している。 

 

④ FLO （ Fairtrade Labelling 

Organization International） 

1997 年設立。20 カ国で展開する認

証制度の国際ネットワーク組織であ

る。欧州 15 カ国とカナダ、米国、メ

キシコ、日本、オーストラリア、ニ

ュージーランドが参加している。 

FLO は、社会・環境問題に焦点を

当てた世界最大の認証機関である。

アフリカ、アジア、ラテンアメリカ

の50カ国420の生産者について定期

的に審査し、認証を提供している。

これがカバーする農家や労働者は約

80 万家族に及ぶ。 

 FLOは二つの組織からなっている。 

イ）FLO e.V.は FLO の 20 の会員団

体、生産者団体、貿易業者や専

門家からなるマルチステークホ

ールダー団体である。市場機会

に対応できるよう、基準の見直

しや生産者による認証の取得・

維持を支援している。 

ロ）FLO-Cert は、訓練された地域の

検査官 60 人以上と連携してい

る。生産者の検査に関する情報

や認証プロセスなどすべての情

報を調整している。これは他の

すべてのフェアトレード関係団

体と独立して運営されている。 

歴史的な経過から、フェアトレー

ドラベル制度は国により別々の名前

で呼ばれてきた。そして別々のマー

クが使われてきた。マックス・ハー

フェラール（Max Havelaar）、トラン

スフェア（TransFair）、フェアトレー

ドマーク（Fairtrade Mark）である。

2003 年に各国のラベル機関は同じ

ラベルに統一することになった（ス

イスを除く）。それにともない名前を

変えた国もある。例えば、オースト

リアはトランスフェア・オーストリ

アからフェアトレード・オーストリ

アに変更した。〔注：日本も、フェア

トレードラベル・インターナショナ

ルが名称変更したのに伴い、2004 年

4 月にそれまでのトランスフェア・

ジャパンからフェアトレードラベ

ル・ジャパン（FLJ）に名称変更し

た。〕 
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 ⑤FINE 

1996 年以降、これら 4 つの国際団

体は協力を進めてきており、「FINE」

という名の下に定期的な会合をもっ

てきた。FINE とは、FLO、IFAT、

NEWS、EFTA の頭文字からとってい

る。FINE の主たる目的はフェアトレ

ード運動全体の統一したモニタリン

グ（監視）システムや、国際レベル

でのアドボカシー活動を開発するこ

とにある。 

2004 年 4 月以降、FINE はフェア

トレード・アドボカシー事務所（Fair 

Trade Advocacy Office）を EU の本拠

地ブラッセルに設置している。欧州

レベル、世界レベルでのフェアトレ

ード運動のアドボカシーを調整する

ことを役割として、フェアトレード

に対する公的な支援や貿易の公正化

について広報することを目的として

いる。 

 

 （５）欧州での協力 

欧州統合に対応し、域内の協力を

進めるため、4 団体は定期的な会合

をもち、フェアトレード活動につい

て欧州全体のアプローチをとるよう

にしている。近年、フェアトレード

は中東欧などを中心に新しい国にも

広がっている。 

EU が資金協力しているプロジェ

クトとして NEWS !は、「NEWS 東へ

行く（NEWS goes to East !）」という

キャンペーンをコーディネートして

いる。新しい国の参加はこのキャン

ペーンの成果でもある。このプロジ

ェクトは2004年8月に始まっており、

新 EU 加盟国のうちキプロスとマル

タを除く 8 カ国において、各国にお

けるフェアトレード団体の構造改革

や戦略の支援を行なっている。これ

にはこれまでの西側のフェアトレー

ド団体の経験・専門性の提供や、新

規加盟国内の教会団体、環境 NGO

や開発 NGO などと協力して行なっ

ている。セミナーの開催、「ベストプ

ラクティス・ハンドブック」など出

版物の発行、インターンシップの実

施、データベースの設置などを行な

っている。2005 年夏に、新しいウェ

ッ ブ を 立 ち 上 げ て い る

（www.newsgoeseast.org）。 

欧州での協力の典型的事例が、「欧

州 ワ ー ル ド シ ョ ッ プ ・ デ イ 」

（European Worldshops Day）である。

全欧州的に共通の日時を設定して共

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


『欧州のフェアトレード2005年』報告書 

 

季刊 国際貿易と投資 Summer 2006/No.64●101 

通の活動に参加するキャンペーンで

ある。1996 年に開始以来、欧州のみ

ならず欧州域外でも行なわれるよう

になっている。この催しはグローバ

ルレベルでも、IFAT によって「世界

フェアトレード・デイ（World Fair 

Trade Day）」として、毎年 5 月第 2

週に開催されるようになってきてい

る（www.wftday/org 参照）。 

また、EU レベルでは、2004 年の

フェアトレード・アドボカシー事務

所の設置にともない EU の政治家等

に対しても各種のロビー活動を展開

している。欧州の政治家たちは、持

続可能な開発、貧困削減、消費者の

認知への重要な手段としてフェアト

レードへの認識が高まっており、EU

議会などですでにいくつかのフェア

トレードに関するペーパーも出てき

ている。しかし、EU としてのフェ

アトレード政策は、依然策定される

に至っていない。現在、そうした EU

政策策定に向けてロビー活動を活発

化させている。 

2004 年末に EU 議会の議員はフェ

アトレードに関するワーキンググル

ープを設置し、いくつかのイベント

を実施してきた。その一環として、

2005 年 7 月に、EU 議会ビルで、EU

議会議員や議員秘書、その他欧州議

会スタッフを対象とする署名運動を

行ない 400 名が署名した。 

この点で、国際的なフェアトレー

ド運動は、今や欧州や世界の政治家

に対して一つの声で語れるようにな

った。その一つとして、WTO の第 6

回閣僚会議（香港）では WTO 交渉

におけるフェアトレードの共同ポジ

ションペーパーを提出した。その他

に、EU 砂糖レジームの改訂（2005

年 3 月）、国連開発会議（2004 年 6

月の UNCTAD XI、サンパウロ）に

も共同ペーパーを提出することがで

きた。 

 

 ４．欧州におけるフェアトレード

市場の開発 

 

 （１）フェアトレード輸入業者 

EU25 カ国において、フェアトレ

ード市場に関わっている輸入団体は

200 を数える。1～2 名のボランティ

アで運営されている小さい団体から、

食品からクラフト類まで扱う世界で

も最大級の団体まである。後者とし

ては、ドイツの gepa、イタリアの
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Ctm altomercato などである。これら

輸入団体による総売上額は 2億 2900

万ユーロ以上（物品税を除く）とな

っている。本調査の対象となってい

ない団体によるものは 1400 万ユー

ロ程と推計される。 

トップ 7 輸入団体の年間輸入額は

1000 万ユーロを超える。これら 7 団

体による売上額は、5 年前の 9200 万

ドルから 2004 年には 1 億 6700 万ユ

ーロへ 80%の伸びとなっている。こ

れら主要輸入団体のほとんどは

EFTA の会員となっている。 

 

 （２）フェアトレード小売業者 

フェアトレード商品が消費者に届

くのは、ほとんどはワールドショッ

プとスーパーマーケットである。欧

州には 2800 のワールドショップが

あり、そのうち 2400 が NEWS !の会

員となっている。5 年前と比べこの

数はとくに増えていない。英国では

ワールドショップの数は減っている。

これは OXFAM ショップのリストラ

によるものである。 

OXFAM 英国は、最近までフェア

トレードに深く関わっており、まさ

に重要なワールドショップ・グルー

プであった。しかし、現在は方針を

変え、OXFAM 英国の英国内のネッ

トワークとなっている 700 ショップ

は中古商品の再販の取扱いを主たる

業務に変更しており、他の 450 ショ

ップ程はフェアトレード商品を扱っ

ているが限定的扱いに留めている。 

ワールドショップを経由して販売

された小売売上額は約 1 億 300 万ユ

ーロである。調査（回答）対象は 14

カ国の 2354 ショップであった。ショ

ップあたりの平均売上額は 4万 3800

ユーロである。もちろんショップに

より売上額には大きな差がある。大

きなショップは 12 万 1000 ユーロの

売上額に達しており、小さいショッ

プは1万3000ユーロ程のものもある。

立地がよいところでは、年 25 万ユー

ロ以上の売上を上げることは容易で

ある。 

これにより、集計対象とならなか

った 500 ショップについての売上額

は調査対象ショップの売上平均値の

80%と推計すると、平均 4 万 3800 ユ

ーロの 80%は 3 万 5000 ユーロで、

これに 500ショップを掛けると 1750

万ユーロとなる。これを加えると、

欧州全体の小売売上額は 1 億 2000
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万ユーロと推定される。 

フェアトレード商品の売上額の増

加に最も貢献したのが FLO 商品で

ある。FLO 認証商品は、現在欧州で

は5万7000のスーパーマーケットで

買うことができる。 

その他の小売チャネルは、地域の

NGO グループ（連帯グループ）、有

機食品ショップ、総合食品ショップ、

独立の店舗、それに学校、地域の行

政機関などの団体顧客である。これ

らの販売拠点は約 2 万程である。 

インターネットの発展によって、

消費者にやさしいオンラインショッ

ピング・システムが開発され、高度

の B to B（企業対企業）ビジネスの

オーダーシステムも開発されてきて

いる。 

 

 （３）フェアトレードラベリング 

（認証制度） 

1998 年以降、欧州のフェアトレー

ド市場は大きく変化してきた。フェ

アトレードの認証制度を導入してい

る国は現在 15 カ国となっている（近

年参入したスペインを含む）。この認

証制度によって、スーパーマーケッ

トやその他の商業的な小売販路にフ

ェアトレード商品の販路を拡大でき

たのである。 

フェアトレードラベリング制度の

下で販売された商品は、14 カ国（ス

ペインを除く）で約 5 億 9700 万ユー

ロとなっている。これらの国の年間

フェアトレード商品の一人あたり平

均消費額は 1.51 ユーロである。これ

は最小のイタリアの0.35ユーロから、

最大のスイスの 18.47 ユーロまで幅

がある。第 2 位がルクセンブルク、3

位が英国である。 

ラベリング制度への認識は各国で

急速に高まってきている。2005 年の

調査では、フランスでは 74%がフェ

アトレードの概念を理解し、英国の

成人の 50%がフェアトレードマーク

を認識している。こうした認知度の

高い程、フェアトレード市場が成熟

に向かっていることを示している。 

最終的にはラベル商品の影響力は

市場シェアで計測されることになる

のだが、どのフェアトレード品目も、

フェアトレード市場の潜在性を考え

ると依然としてシェアは極めて小さ

い。いずれメインストリームになる

日を目指しチャレンジするのが今後

の課題といえよう。 
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ラベル商品で上位の成果を上げて

いる国としては、スイスのマック

ス・ハーフェラールと、英国のフェ

アトレード財団が目立っている。コ

ーヒーとバナナについて各国のシェ

アを見ると、バナナではスイスが

47%、コーヒーでは英国が 20%のシ

ェアをもっている。これはこれから

の各国の到達目標として先導役を果

たしているといえよう。スイスや英

国での成功事例は、グローバル・プ

レイヤーの参加による影響もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェアトレード市場の拡大にともな

い、市場を失いつつあるグローバ

ル・プレーヤーが参入してきている

からである。マクドナルド、ドール

（Dole）、チキータ（Chiquita）、ネス

レなどの超大企業がこれら倫理・持

続可能性条件を求める市場に参入し

てきているのである。そのいくつか

はフェアトレードラベルを選択し、

あるいはその他の制度を選択して参

入を始めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）認知向上とキャンペーン 

 疎外され比較優位を剥奪された途

上国の生産者に代わって、先進国で

フェアトレード団体はキャンペーン

を行ない、普及に努めている。

OXFAM ベルギーは 2004 年には「フ

ェアプレイ、フェアペイ」というキ

ャンペーンを行なった。労働者の権

利に関してオリンピックに向けて行

なったキャンペーンである。イタリ

アでは Ctm altromercato が 2005 年 5

表３ 欧州のフェアトレードラベリ

ング団体の売上額（2004年）

 小売額（1000 ユーロ） 一人当たり売上額（ユーロ）

英  国 208,289 3.46 
スイス 136,028 18.47 
フランス 69,000 1.15 
ドイツ 58,000     0.70 
オランダ 35,000 2.15 
ベルギー 20,000 1.92 
イタリア 20,000 0.35 
オーストリア 15,781     1.94 
デンマーク 12,000 2.22 
フィンランド 7,700 1.48 
スウェーデン 5,480 0.61 
アイルランド 5,000 1.14 
ノルウェー 45,40 0.99 
ルクセンブルク 2,000 4.43 
合計 596,818 1.51 
(出所)「欧州のフェアトレード 2005 年」報告書 
 

（単位：％） 
コーヒー 最新年 5 年前 バナナ 最新年 5 年前 

英 国 20.0 1.5 ス イ ス 47.0 15.0 
ス イ ス 6.0 3.0 英 国 5.5 < 1.0 
オーストリア 2.3 0.7 フィンランド 5.0 n/a 
デ ン マ ー ク 2.0 1.8 ベ ル ギ ー 4.0 0.6 
アイルランド 2.0 0.5 オーストリア 2.7 n/a 
ベ ル ギ ー 1.7 1.0 スウェーデン <1.0 1.8 
ド イ ツ 1.0 1.0 デ ン マ ー ク 0.9 2.0 
スウェーデン <1.0 0.8 ノ ル ウ ェ ー 0.6 n/a 
ノ ル ウ ェ ー 0.9 0.3 アイルランド 0.5 n/a 
フィンランド 0.4 0.3 オ ラ ン ダ n/a 4.2 
ルクセンブルク n/a 3.3 ルクセンブルク n/a 4.0 
オ ラ ン ダ n/a 2.7 イ タ リ ア n/a 1.2 
イ タ リ ア n/a 0.1 ド イ ツ n/a <1.0 
フ ラ ン ス n/a 0.1 フ ラ ン ス n/a n/a 
(出所)「欧州のフェアトレード 2005 年」報告書 
 

表４ フェアトレードラベル商品（コ

ーヒーとバナナ）の市場シェア

（欧州14カ国）（2004年） 
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月にバナナ労働者の権利についての

キャンペーンを行なった。いずれも、

労働者や消費者の権利の否定、伝統

的なバナナ市場の環境コストについ

て、市民に対して情報を提供し、同

時にそれを変えようと広報するもの

である。 

過去 10 年間にフェアトレード・キ

ャンペーンは国境を超えて各国に波

及してきた。例えば、英国、アイル

ランド、ベルギーで実施されている

「フェアトレード・タウン制度」、あ

るいはすでにフランス、英国、アイ

ルランド、ドイツで実施されている

「フェアトレード週間」、NEWS !が

実施している国際キャンペーン、さ

らに世界中で OXFAM が実施してい

る「Make Trade Fair」キャペーンな

どがある。 

 

 （５）欧州におけるフェアトレー

ドのダイミックな成長 

 欧州ではこの 5 年間に統計的には

フェアトレードはダイミナックに成

長してきた。フェアトレードセクタ

ーで雇用される労働者数も増えてい

る。しかし、これらの多くはボラン

ティアによって賄われている。フェ

アトレードに関わっているボランテ

ィア数は約 10 万人程と推計される。

ドイツがこの中の半分を占め、オラ

ンダが約 1 万 2000 人である。 

現代のフェアトレード市場の状況

をみると、以下の点が指摘できるだ

ろう。 

①フェアトレードラベル団体による

ラベル商品の小売売上額が上昇し

ているが、これらのほとんどが食

品に限定されていること。 

②非ラベル商品はクラフト類が多く、

通常のフェアトレード団体を通じ

て売られている。ほとんどがワー

ルドショップ経由である。ワール

ドショップでの小売売上額の内、

非ラベル商品は全販売額の少なく

とも 50%を占めている。これで換

算すると、全欧州のワールドショ

ップを通じて販売（1 億 2000 万ユ

ーロ）されている非食品販売 50%

は、6000 万ユーロとなる。 

こうして計算すると、欧州におけ

るフェアトレード商品の全売上額は、

5 年前の 2 億 6000 万ユーロに対して、

現在は 6 億 6000 万ユーロとなり、5

年間で 154%の増加となる。 
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 ５．未来へ向けてのチャレンジ 

 

 フェアトレード運動が始まってす

でに 40 年がたつが、やっと近年にな

ってかなりの成果をみるようになっ

た。しかし、依然として多くの新し

い課題に直面している。 

 状況は国により大きく異なるが、

新しいフェアトレード活動を始めた

国としては、中東欧諸国やポルトガ

ル、ギリシャなどがあり、他方かな

り成熟してきた国としてオランダ、

スイス、英国などがある。 

 また、同じ国であっても、ラベリ

ング団体が直面している問題と、ワ

ールドショップが直面している問題

とは異なる。以下に各々が直面して

いる課題について整理しておこう。 

 

 （１）ワールドショップ 

 ①ワールドショップは専門化を深

めるプログラムを継続する必要があ

る。具体的には、よりよい立地への

移転、開店時間の恒常性、共通のア

イデンティティの使用の向上、ボラ

ンティアのマネジメントを支援する

人材への支払いなどである。専門性

を向上させるとしばしば売上が倍増

するケースがある。依然としてワー

ルドショップには改善しうる大きな

潜在性がある。 

 ②ワールドショップはフェアトレ

ードと消費者を繋ぐもっとも強い直

接的なつながりをもっている。その

ため信頼性が非常に大切なものとな

る。すべてのサプライチェーン全体

に渡ってフェアトレード基準に従っ

て運営していることを消費者に保証

することがワールドショップにとっ

ては課題となる。世界中で多くの参

入者が「フェアトレード」を語るよ

うになればなるほど、十分バランス

のあるモニタリング・システムの導

入が不可欠となるであろう。 

 ③ワールドショップの消費者は、

ショップを単に魅力があり、倫理的

な製品を購入する場所としてのみな

らず、コミュニケーションの場とし

て、あるいはそれぞれのキャンペー

ンに関わるネットワーキングの場と

しても期待されている。ベルギーや

イタリアなどでは、ワールドショッ

プはこうしたアンデンティティが必

須条件となっている。その点で、ワ

ールドショップはそれ自身が演じて

いる政治的役割を果たしつつ、同時
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にビジネスを運営するショップとし

て維持されることが必要である。そ

のため、欧州や世界レベルでどのよ

うな新しいキャンペーンが行なわれ

るかは非常に重要なこととなる。 

 

 （２）ラベリング（認証ラベル）

団体 

 ラベリング団体の多くはこの数年

急速な拡大を見てきた。新商品の導

入が、新しいライセンシーの獲得の

ためや、新しい市場機会に適応する

ため並行的に行なわれてきた。フェ

アトレードの名前を付けて売られる

商品が多くなるに従って、各団体と

も、最良の方法で自身の成長をマネ

ージすることが重要となる。 

①フェアトレード市場の急成長にと

もない、食品については、世界の

多国籍企業が参入してきている。

フェアトレード運動としては、今

までネスレ、ドールなどの企業を

攻撃してきた。そのためこれら多

国籍企業と協働する革新的方法を

見つけることが必須のこととなっ

ている。同時に、これら企業が人々

や環境に悪い影響を与える場合に

は、しっかり行動できるようにし

ておくことが重要である。 

②ラベル制度の導入はフェアトレー

ド団体の長期的運営の観点から行

なう必要がある。また、基準の望

ましいニーズと、過剰規範に陥り

やすい潜在的に危険な傾向とのバ

ランスをとる必要がある。 

 

 （３）輸入団体 

 輸入団体は、生産者のニーズや願

望、ラベル機関の基準化アプローチ

からの攻勢、購入者からは新しくか

つより魅力ある商品の提供やリベー

ト条件の改善など、不断の要求に直

面している。市場志向の観点から、

最も重要なものとして以下の 3 点に

集約できるだろう。 

①フェアトレード市場の魅力が高ま

るにともない、新規参入が増えて

いくだろう。競争の激化にともな

い、個々のプロフィールを明確に

し、ブランドと企業をトータルに

確立することがますます重要とな

る。 

②スーパーマーケットとの競争は今

後とも強まるだろう。そこで輸入

団体としては、スーパーマーケッ

ト以外の新しい成長ソースの開発

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


 
 

108● 季刊 国際貿易と投資 Summer 2006/No.64 

が課題となる。例えば、フェアト

レード・コーヒーショップ、巡回

公共調達フェアの開催など、ある

いはワールドショップの専門家へ

投資することなどである。 

③輸入団体は競争は防御的になると

しても、国内的・国際的にさらに

一層の協力が求められる。共同キ

ャンペーン（フェアトレード週間

など）、ジョイント・ベンチャー（英

国のツイン・トレーディングのよ

うな共同所有企業の設立）なども

その例である。こうした協働によ

って革新を持続し、経験を分かち

合い、結果として多くの無駄をは

ぶくことができることになる。 

 

1970 年代にスタートしたフェア

トレード運動は、多くの草の根の

人々を巻き込み年を重ねてきた。今

後のフェアトレード運動は、若い

人々に魅力をもたせることによって

のみ生き残り、これまでを乗り越え

てきたようにさらなる発展をみるこ

とができるであろう。 

この点を受けてすでにいくつかの

団体はそうした活動の展開を始めて

いる。ドイツのワールドショップ協

会では、EU からの補助金を得て、

「The World in a Shop（世界がこのシ

ョップの中に）」というキャンペーン

を開始している。このキャンペーン

のサブタイトルが「ワールドショッ

プは若者たちをフェアトレードに動

員する」というものである。これは

ドイツとオーストリアのワールドシ

ョップ協会の協働で行なわれている。 

また、今後フェアトレードについ

て高等学校、大学、研究所などで行

なわれている各種の調査などすべて

を活用できるようにするためにも、

国際フェアトレード研修・研究セン

ターが設立され、理論と実践のギャ

ップを狭くするようなことができれ

ばいいと考える。オーストリアでは

すでに「フェアトレード・アカデミ

ー」の設立へ向けて準備を整えてい

るという。
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